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「少年の健全育成に向けて」 
                 甲賀警察署 生活安全課長  大道 太 

 

湖南市民の皆様には、日頃からご理解、

ご協力を賜り、紙面をお借りしまして厚くお

礼申し上げます。 

さて、昨今の少年問題の現状を語る上で

欠かせないものが SNS に起因する犯罪や

被害です。見知らぬ人間と容易に繋がれる

SNS の環境は、甘い言葉で誘い出す「闇バ

イト」等の犯罪実行犯へと少年を誘引する温

床となる一方で、性的な被害や執拗な誹謗

中傷に晒され、心身に深い傷を負う事案も

産み出しています。これらは一見、個人の問

題に見えますが、その背景には、少年の規範

意識の低下や少年の居場所の無さ、地域社

会とのつながりの希薄化といった課題が見

受けられます。 

このような中、非行防止と健全育成を推

進するためには、警察や行政の力だけでは

十分ではありません。地域にお住いの皆さ

んが「当事者」とし、地域の子ども達に関心

を持ち、温かい目で見守ってくださることが

最も効果的な抑止力となります。深夜はい

かいや喫煙等の初期段階で行われる地域

の皆さんの声かけが、家庭や学校に居場所

がなく、不良少年らの

中に居場所を見出し

かねない少年らを正

しい道へと引き戻す

一助となり、子ども達

の居場所を作り、非

行の芽を摘むことにつながります。 

少年たちはこれからの未来の社会を担う

大切な存在です。非行に陥りかけた少年に

温かな援助の手を差し伸べ、自らの力で立

ち直れる環境を整えることこそが、安全で明

るい地域社会を築くための私たち大人の責

任ではないでしょうか。 

これからも少年補導（委）員や少年センタ

ーの皆様と協働し、街頭補導、街頭啓発、非

行防止教室等を積極的に実施し、少年の非

行防止及び健全育成に努めてまいります。 

今後とも、少年の非行防止と健全育成に

向け、署員一丸となり、こうした活動に取り

組んでいく所存でございますので、皆様方

の一層のご支援、ご協力を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

 

  

 

「薬物乱用防止啓発標語」 

使わない 得はしないよ 薬物は         窪田 祥一郎さん      （令和７年度石部南小学校卒） 

薬物乱用後悔するよ、絶対に！          凰介 カルナラタナさん （令和７年度岩根小学校卒） 

 



 

信制の高校を中心としたレポート支援、就労支援を行っています。

が少年たちの手で収穫されました。

８月１日（土）の湖南市夏まつりでは、会場内の巡回補導を実施し

他にも通常の巡回補導に加え、土曜日には夜間の街頭補導を実施

た。少年センターの取組や活動方針、今年度の事業計

画・予算・組織についてご協議いただきました。その中

た。この会議は、警察・行政・学校・企業が一同に会して青

少年に関わる課題について意見交換する貴重な機会です。

近年の高校新卒の求人倍率の高さが大きな話題となってい

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「薬物乱用防止啓発標語」 

やめようよ あなたの日々を 棒に振る         和﨑 彩姫さん（令和７年度水戸小学校卒） 

薬物は  一回やると  やめられない          森口 葵さん  （令和７年度岩根小学校卒） 

◎少年センターでは無職少年の就労・就学の相談・支援を実施して

います。中学校卒業後から 20 歳未満の少年で「働きたい・学びた

い、でも何をしたらよいのか分からない」という人の相談を受け付

けています。お気軽にセンターに連絡ください。 

                           Tel 77-7053 


